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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、現代英語の深い理解に資するべく、主に近代英語期に生じた様々な
言語変化について、その内的・外的要因を探った。英語は社会的には近代期に急速に拡大し、とりわけ19世紀以
降、最も有力な国際語として影響力を示してきた。一方、言語的には、そのような社会的な地位の変化に伴う言
語外的な諸要因のみならず、純粋に言語内的な諸要因も重なり合う形で、幾多の変化を遂げてきた。その結果が
現代英語である。

研究成果の概要（英文）：The present research investigated language-internal and -external factors 
behind various language changes that took place mainly in the Modern English period. 
Sociolinguistically, the language saw a rapid expansion during the period, having had a considerable
 effect on the world as the most influential language especially since the nineteenth century. 
Linguistically, on the other hand, it went through a large number of changes caused by 
language-external factors associated with shift in its sociolinguistic position as well as purely 
language-internal factors. They have resulted in what the English language is today.

研究分野： 英語史
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近代英語期に生じた言語変化は現代標準英語の成立に直接的に関わっている。したがって、それを理解すること
は、世界語として我が国の産・官・学の諸分野において圧倒的な影響力を示している英語という言語が、いかな
る（社会）言語学的存在であるか、とりわけその政治的、文化的、言語的な側面について、新たな洞察をもたら
すだろう。現代の世界と日本において、私たちは英語といかにして付き合っていくべきか。本研究で得られた知
見をもとに、この重要な問題について改めて再考を促したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 英語は、社会言語学的な観点からみれば、近代期に急速に拡大し、とりわけ 19 世紀以降、最
も有力な国際語として影響力を示してきた。一方、言語的には、そのような社会的な地位の変化
に伴う言語外的な諸要因のみならず、純粋に言語内的な諸要因も重なり合う形で、幾多の変化を
遂げてきた。その結果が現代英語である。とりわけ世界的な影響力をもつ現代標準英語について
深く理解するためには、直近の近代英語期に生じた数々の言語変化について知っておかなけれ
ばならない。それらの言語変化の内的・外的要因を探ることにより、英語という言語がいかなる
（社会）言語学的存在であるか、とりわけその政治的、文化的、言語的な側面について、新たな
洞察が得られるだろうと考えた。 
 近代英語の研究は従来より盛んではあった。しかし、同時期の英語の記述的な辞書や文法書の
決定版はいまだ出版されておらず、他の時期に比べ扱いが手薄であったのも事実である。一方、
近年は現代英語研究における方法や理論の発展とともに、それを歴史的に応用しようとする傾
向が顕著にみられるようになってきている。とりわけコーパス編纂の分野においては、Corpus 
of Late Modern English Texts や EEBO Online Corpus が公表されるなど発展著しい。 
このように近代英語の知見は増してきているが、中世英語研究者による近代英語への歩み寄

りは比較的少なく、近代英語についての知見を包括的な英語史の記述へと結びつけようとする
動機づけが弱かったことは否めない。そのなかで、主として中世英語を研究対象としてきた研究
代表者、 その文献学的・言語学的な知識を最大限に活かし、近代英語研究の進展及び英語史に
貢献できる立場にあると考えた。 
以上の背景により、研究代表者は近代英語期の発音、文法、語彙を含めた諸部門において生じ

た種々の言語変化とその原因を探求することにより、現代英語の理解に直結する歴史言語学的
な研究を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、近代英語における種々の言語変化の諸要因を明らかにすることである。言語
学の各部門に関わる多様な言語変化を取り上げるのが理想的だが、実際上は扱う問題を選択す
る必要がある。そこで、とりわけ現代英語の言語学的な問題に密接に関わる現象のなかから、音
声、文法、語彙の部門より 1 つずつ選び、以下の 3 つの課題を中心に研究を進めることにした。 
 (1) récord (n.) vs recórd (v.) のような「名前動後」の発生と拡大。名前動後の事例は、1570 年
に初めて文献に現れる。ごく少数の語からから始まった名前動後化は、近代英語期を通じて拡大
の一途をたどり、21 世紀の現在までに少なくとも 235 を数えるまでに至っている。16 世紀以降
に出版された辞書により拡大の過程を具体的に跡づけることが可能であり、実際にこの趣旨で 
Sherman (1975) などの先行研究がみられるが、名前動後の発生と拡大の要因について本格的に
論じた研究はない。拙論では、発生と拡大の諸要因として、先行する時代に端を発する品詞転換
の潮流、初期近代英語期の 2 音節ラテン語彙の借用、品詞別に観察される韻律傾向、形態と機能
の 1 対 1 の対応への指向などを指摘した。ここからさらに語の頻度や韻律音韻論が名前動後の
拡大の経路と関係している可能性を探る必要があり、その探求を本課題の主たる活動とする。結
果として、名前動後化という言語変化に関わる諸要因を実証的あるいは理論的に検証し、拡大の
歴史的記述を完成させることができるだろう。 
 (2) 動詞直説法 3 人称複数現在の -s の発生と衰退。3 単現の -s の歴史の背後で、初期近代
英語期に 3 複現の -s が静かな潮流を成していたことはあまり注目されていない。後者について
は、中英語期以来のイングランド北部方言の形態が南下したものとも (Lass, 1999: 166)、3 単
現の -s が複数へ拡大したものとも (Fennell, 2001: 143) 言われるが、Görlach (1991: 89) に言
及されているとおり、この議論は決着がついておらず、詳細な記述的研究も少ない。本課題にお
いては、電子コーパスによる例文分析を施すだけではなく、中英語方言における 3 複現語尾の
分布から掘り起こして、中英語から近代英語にかけての 3 複現の -s と 3 単現の -s との競合と
いう観点から論じてゆく。方言のほかには、テキストのジャンルや話者の社会的所属をパラメー
タとして加える。この調査を通じて、近代英語を中心に据えつつ現代英語へと至る 3 複現の -s 
の盛衰の歴史を記述し、盛衰に関与した諸要因を提案し検証した。 
 (3) ラテン語彙の大量借用及びそれに対する反動。初期近代英語の主たる借用語源はラテン語
である。ラテン語彙借用の動機や後世への影響については Baugh and Cable 等の概説書で取
り上げられているが、その語彙の約半数がやがて廃用となったという事実については相対的に
関心が薄い。廃用の背景には言語純粋論者による借用への反動に端を発する言語論争があった
が、その歴史的評価はいまだ定まっていない。また、大量の語彙借用に伴い、17 世紀に借用語
辞書が続々と誕生したという点で、この論争は英語辞書学史上の意義も有している。本課題では、
この時期のラテン借用語の取り扱いについて、その潮流を生み出した前史及び後世に与えた影
響を視野に入れながら、語彙統計とイングランド社会の言語思想という観点から調査する。また、
前後の時代の言語思想を参照しながら当該時期の言語論争とその歴史的評価を記述することも
目指す。なお、海外からの大規模な文化的刺激が語彙に多大な影響を与え、かつ反動を引き起こ
している身近な例として、 現代日本語の「カタカナ語の氾濫」問題がある。近現代日本語にお
けるこの潮流と初期近代英語のラテン語彙借用には、湯水のように借りて使っては捨てるとい



う傾向、借用の是非を巡っての言語論争、関連する辞書の立て続けの出版といった共通点がある。
二つの事例では言語も時代も異なっているが、共時的・通時的に比較することは双方への新しい
解釈と評価を生み出す契機になるため、明治期の翻訳漢語や現代のカタカナ語問題についても
補助的に研究を進めた。 
 以上の 3 つの課題を中心とするものの、それらと関与する様々な問題、研究を進めていくう
ちにそれらから派生的に生じる問題についても目を配ることとした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の 3つの課題は、各年度とも同時並行で進める。原則として初年度は、コーパスを利用
した量的な調査により各言語変化の俯瞰を得た。次年度以降は、問題への視点や対象とする資料
の種類を変えることにより、得られた骨組みに詳細な肉付けをおこなった。具体的には、テキス
トの文献学的な読み込み、データベースの構築、言語理論による検証といった作業を進めた。最
終年度にかけての研究期間後半には、各課題の成果を総合し、近代英語期に特徴的な言語変化が、
前の時代に起源をもち、後の時代へ影響を与えているという英語史的な解釈を押し出した論文
を複数執筆した。研究成果の公表については、各年度、国内外の学会誌への論文投稿や口頭発表
のほか、日々更新の学術ブログ「hellog～英語史ブログ」で情報を発信し、研究成果の社会への
還元に努めた。 
 3 課題を同時並行で進めるメリットとしては、年度が進むにつれて問題への視点を変えたり、
対象とする資料の質や量を増やしたりするという方法を採用できたことがある。また、同じ文献
やコーパスを複数の課題間で共有でき作業効率が上がったこと、各研究段階における成果を随
時公表してゆくことで、各小研究の動機づけと推進力を維持できたことも挙げられるだろう。さ
らに、定期的な国内外の学会発表や論文投稿を通じて、分野内外の専門家からの客観的な評価を
受け、本研究へフィードバックしてゆくという循環を作ることもできた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、現代英語の深い理解に資するべく、主に近代英語期に生じた様々な言語変化につ
いて、その内的・外的要因を探ってきた。とりわけ 3つの課題に注目して調査を進めてきた。そ
れぞれについて研究成果の概要と意義を示す。 
 
 (1) récord (n.) vs recórd (v.) のような「名前動後」の発生と拡大。この課題については、
特定の強勢パターンの拡大の背景には、機能的合理性、語彙拡散の原理、所与の歴史言語学な前
提があることが明らかとなった。以下に議論を要約する。 
 歴史的な問題意識としては、なぜとりわけ名前動後が好まれ、なぜとりわけ 16 世紀後半にそ
の傾向が出現したのかが重要となる。まず前提として、系統的にゲルマン語派に属する英語にお
いては、元来、弱い接頭辞のつく場合を除いて、単語の強勢は品詞にかかわらず原則として第 1
音節にあった。しかし、非常に限られた語類においてではあるが、すでに古英語から 2音節の語
根をもつ語において名詞では第 1 音節に、動詞では第 2 音節に強勢が落ちるパターンの原型は
存在していたのである。古英語のペアが近代英語で発展する名前動後のパターンの直接のモデ
ルになったわけではないが、少なくともこのパターンが歴史的に存在していたという事実は押
さえておく必要がある。 
 次に、1つの単語が同じ形態のまま名詞にも動詞にもなり得るという英語の特殊な事情を考慮
しておく必要がある。本来ある品詞に限定されていた語が別の品詞としても使われるようにな
る過程を品詞転換と呼ぶ。この過程が本格的に現われだしたのは後期中英語以降のことである。
古英語から初期中英語にかけては、動詞（の原形）には -an などの語尾がついたため、少なく
ともその点においては名詞と形態が完全に一致することはありえなかった。ところが、中英語期
が進むにつれ、あらゆる語類で語尾の弱化が生じ、動詞においても -an のような語尾が弱化し、
最終的には消失することになった。ついに動詞が名詞と同じ形態に収斂したのである。これによ
って、後期中英語以降、品詞転換が著しく容易となり、その数は劇的に増加した。この時期に、
後の名前動後化の候補となる、名詞と動詞をあわせもつ語が大量に現われた。 
 同じく中英語期に生じた間接的に名前動後化に関わる大きな現象は、フランス語やラテン語
からの大量の語彙借用である。名前動後を示す語の大部分は実際にこれらの言語からの借用語
であり、後の名前動後化の候補を供給した点で重要である。さらに重要なことには、このロマン
ス系語彙の借用により、ゲルマン系の英語らしからぬ強勢パターン、つまり第 2音節（以後）に
強勢が落ちるというパターンが、英語史上初めて本格的に導入されることになった。 
 さらに新機軸が生じた。名詞と動詞をあわせもつ単語が、いずれの品詞で用いられているのか
明示するかのごとく、強勢位置を違え始めたのである。通常、たとえ同形であっても、名詞か動
詞かは、統語環境により明らかであり、勘違いされることはまずない。したがって、語形上の区
別をつけようという動機づけは、あったとしてもさほど強いものとは考えられない。実際、現在
も名前動前や名後動後の名詞のほうが多いのだ。しかし、語形上の区別があるに越したことはな
いし、少なくともそのような方向での変化を阻害する要因はない。また、英語においては、一般
に名詞は語頭により近いところに、動詞は語尾により近いところに第 1 強勢が落ちるという傾



向のあることは、韻律論においてもある程度支持されるところであり、英語では名前動後化の圧
力は弱いながらも常時作用していたと考えることができる。 
 以上のような個別の歴史的経緯と一般的な言語的な傾向が複合的に作用し、それらすべての
要因が相まって 16 世紀後半というタイミングで、名前動後の第 1号を出現させるに至ったので
はないかと考えられる。特に、語尾の弱化・消失による品詞転換の容易化、2音節の名詞・動詞
兼用語と新しい強勢パターンの導入に貢献したロマンス系語彙の大量借用に関しては、後期中
英語から初期近代英語にかけての現象であり、なぜ 16 世紀後半のタイミングで名前動後化が始
まったかという問題に大きな光を投げかける。 
 いったん名前動後化が始まると、徐々にこの流れに追随する単語が増加してくる。最初はゆっ
くりと増加してゆくが、ある程度の段階に達すると増加速度が上がり、軌道に乗る。それでも、
4世紀半かけてようやく 250 語程度に達するほどのスピードである。現在は明らかにこの大きな
流れの途中地点にあると考えられ、今後もさらに名前動後は拡大していくものと予想される。 
 本課題の結論として主張したいことは、現代英語で観察される言語学的な状況（今回の場合に
は強勢位置の組み合わせパターンの分布）は、複雑多岐な歴史的諸要因が作用してきた結果の姿
であるということだ。そして、少なからぬケースにおいて、そのような諸要因は現在も作用して
おり、現在の状況は結果というよりは、過去から未来へと続く大きな流れのなかの通過点である
ということである。 
 
 (2) 動詞直説法 3人称複数現在の -s の発生と衰退。この課題は、現代英語で問題となる 3単
現の -s の問題にも密接に関与している。本課題については、いずれの語尾も形態統語論的な
意義というよりは、社会言語学的な意義を有するバッジであることを明らかにした。議論は以下
の通りである。 
 「3 単現の -s」とは、Hanako teaches English. のような文において、主語が 3人称・単数
であり、動詞の時制が現在の場合に、動詞の語尾に -(e)s を付加するという文法規則である。
この語尾そのものに実質的な意味があるわけではなく、3人称・単数・現在という文法情報を標
示するほどの役割しか果たしていない。実際、この語尾を付加しないことで意思疎通上の問題が
生じるといったケースは、ほとんど想像できない。なくとも、言語としては完全に機能するので
ある。そもそも動詞の過去形では、主語が 3人称・単数でも -ed の後ろに特別な語尾を付加す
るということはない。また、英語の諸方言に目を向ければ、3単現に何も付加しない方言もある
し、逆に主語が何であれ -s を付加する方言もある。3単現の -s の文法的な役割は、限りなく
ゼロに近いことがわかる。歴史的にいえば、3単現の -s は現代まで運よく偶然に生き残った唯
一の語尾というにすぎない。 
 ここで押さえておきたいのは、標準英語の成立の歴史である。古来、英語には様々な方言があ
り、とりわけ中英語期にはイギリスでも諸方言が林立していた。そして、各々の方言に、独自の
語尾付加規則をもった動詞活用表が備わっていた。中英語には標準英語と呼べるような公式な
方言は存在しなかったが、15 世紀以降になると、ロンドンの有力階級の話していた英語が徐々
に標準的とみなされるようになってきた。それは、彼らがロンドンという大都市において政治・
経済的に影響力をもっていたからにほかならない。彼らの方言の文法・語彙・発音が他の方言よ
りもすぐれていたからではなく、彼らが社会的に「偉い」存在だったために、彼らの話す方言も
「偉い」方言とみなされるようになったということだ。 
 そして、その「偉い」方言の文法を覗いてみたら、たまたま 3 単現のスロットで -s を示す
（そして、それ以外のスロットでは何も示さない）独自の活用表をもつ方言だった、というわけ
だ。歴史の気まぐれで、もし別の都市が首都となり、別の有力集団の方言が標準英語として採用
されていたならば、おそらく今頃私たちは 3 単現の -s など学んでいなかったことだろう。標
準英語の成立自体が社会における偶然の産物なのだから、3単現の -s もやはり偶然の産物とい
うべきである。 
しかし、3単現の -s （を示す活用表）を遵守することには、文法的な意味はなくとも、社会

的な意味はある。3単現の -s は文法上のマーカーである以上に、学んだり使用したりしている
英語が標準英語であることを示すバッジにはなるのである．近代英語期の 3人称複数現在の -s 
という形態統語的現象も、この観点から相対的にとらえる必要がある。 
 
 (3) ラテン語彙の大量借用及びそれに対する反動。この課題については、明治期の日本語にお
ける外来語借用と関連づけてみることで、初期近代英語期のラテン語彙の借用が鮮やかに相対
化されることを示した。その議論の概略は以下の通りである。 
 明治期に西洋語を漢語へなおした上で日本語へ受け入れた現象を比較対象として考察しよう。
明治期には、人々が追いついていけないほどの大量の和製漢語が生み出され、「漢語の氾濫」が
問題となった。これらは「チンプン漢語」とも呼ばれ揶揄されたが、一方で理解を助けるための
漢語辞典が多く出版されることにもなった。ひるがえって現在は、「カタカナ語の氾濫」が問題
視されているが、一方で大量のカタカナ語辞典が出版されてもいる。明治期と現在とで状況が酷
似していることに注意したい。現在、カタカナ語のなかには原語から直接に取り入れたもののほ
か、和製英語と呼ばれる手なずけられた英語由来の外来語も多く、かつての中国語からの外来語
のたどった歴史を繰り返しているといえる。 
 次に、カタカナ語の大半を供給している側の言語である英語の歴史をみてみよう。英語は現在



でこそ世界で最も影響力のある言語であり、世界の約 20 億人に話されていると見積もられてい
るが、1500 年の段階では英語はその 300 分の１ほどである約 600 万人の話者を有するほどの、
特に目立たない言語の一つにすぎなかった。さらに千年をさかのぼれば、ゲルマン民族の一派の
話していた小さな方言にたどり着く。それ以前、英語はほぼ純粋なゲルマン系の語彙で構成され
ていたが、その後の英語語彙の歴史は、日本語語彙の歴史といくつかの点で驚くほどよく符合し
ている。例えば、日本語が 6世紀の仏教伝来とともに主として仏教関係の漢語を外来語として多
く受容したのと同様に、英語も同じ 6 世紀にキリスト教伝来とともに主としてキリスト教関係
のラテン語を外来語として多く受容した。英語話者がアルファベットで文字を書くことを本格
的に覚えたのもまさにその機会であり、日本語話者の漢字の習得もまた同じ契機であった。 
 英語はその後も外来語の受容に余念がなかった。ブリテン島が 8～11 世紀に北欧のヴァイキ
ングに襲われた時期には 900 語ほどの北欧語彙を受容したし、1066 年にノルマン人による征服
を被った後には１万語以上のフランス語彙を受容した。しかし、外来語受容の最も著しい時代は、
何といっても 16世紀である。16 世紀は英国ルネサンスの時期に相当し、それはいわばイギリス
版文明開化の時代である。日本語が文明開化の時代に、当時の最先端の文明を体現する西洋語彙
を、漢語化した形ながらも大量に受け入れたのと同様に、英語は英国ルネサンス期に権威あるラ
テン語から語彙を大量に受け入れた。明治の日本で外来語の大量受容に伴う消化不良がおき、
「チンプン漢語」の問題が発生し、お助け辞典が登場したのとちょうど同じように、英国ルネサ
ンスのイギリスでも類似した消化不良がおき、「チンプン羅語」の問題が発生し、やはりお助け
辞典が数多く出版されたのである。現在、英語語彙の 3分の 1が本来の英単語だが、2分の 1が
フランス語あるいはラテン語に由来し、残る 6 分の 1 がその他 350 もの言語から受け入れた外
来語である。日本語と英語において、外来語受容の歴史に関して多くの類似点があることがわか
る。 
 
 以上をまとめると、本研究の研究成果の学術的・社会的意義としては、次のように考える。近
代英語期に生じた言語変化は現代標準英語の成立に直接的に関わっている。したがって、それを
理解することは、世界語として我が国の産・官・学の諸分野において圧倒的な影響力を示してい
る英語という言語が、いかなる（社会）言語学的存在であるか、とりわけその政治的、文化的、
言語的な側面について、新たな、そして相対的な洞察をもたらしてくれる。現代の世界と日本に
おいて、私たちは英語といかにして付き合っていくべきか。本研究で得られた知見をもとに、こ
の重要な問題について改めて再考を促していきたい。 
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